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１．Ｓｐｅｃｉａｌプロジェクト２０２０体制整備事業について 

（１）事業趣旨 

 本市の総合支援学校（特別支援学校）は，平成１６年４月に，従来の障害種別ごとに基

づく教育から，障害種別を超えた一人一人のニーズに応じた教育制度（総合制）へ，また

障害のある児童生徒が地域の中で豊かな生活を送り，地域に開かれた学校で学ぶことを目

指して，京都市内を４つの通学区域（４ブロック）に分け，北・東・西・呉竹それぞれ居

住地に近い総合支援学校へ通学する制度（地域制）へと転換した。また，総合支援学校８

校全てに学校運営協議会を設置しており，地域との結びつきも強い。総合支援学校で実施

している運動会や文化祭だけではなく，夏祭りや秋祭り等にも地域の方々が参加され共に

活動したり，地域の自治連合会等が主催するお祭りや運動会等に総合支援学校教職員や生

徒が参加して共に活動したりする等，「地域に開かれた学校づくり」を推進している。

 スポーツ活動については，フライングディスクやボッチャ等の障害者スポーツを始め，

野球，ソフトボール，卓球，陸上等の運動部活動も盛んに行っており，全国障害者スポー

ツ大会にも数多くの総合支援学校生徒や卒業生が出場している。さらに，地域の障害者ス

ポーツ団体等に，総合支援学校のグラウンドや体育館を貸し出す等の取組も行っており，

地域の障害者スポーツの振興の一端を担っている。

 文化・芸術活動についても，授業や部活動，余暇活動等の時間を利用した表現・制作活

動等も積極的に行っている。本市においては，ＮＰＯ法人「障碍者芸術推進研究機構（通

称：天才アートＫＹＯＴＯ）」（以下，「天才アートＫＹＯＴＯ」と記載）との協働のもと，

学校の取組を通じて，そういった表現や制作に素晴らしい能力を発揮した障害のある児童

生徒が，在学中あるいは学校卒業後も継続して創作活動ができる場を確保し，その作品の

展示等も行う「障害のある方の芸術活動支援事業」を実施し，障害者芸術の振興にも取り

組んでいるところである。

一方，国においては２０２０年（平成３２年）の東京オリンピック・パラリンピックの

開催と新学習指導要領の実施を契機に，全国の特別支援学校で，スポーツや文化・教育活

動の全国的な祭典を開催するべく，「Special プロジェクト２０２０」が始動している。 

 また，京都への文化庁移転の決定を受けて，京都に息づく「日本伝統の生活文化，精神

文化や多彩な文化芸術」のさらなる振興・発展に取り組んでいく必要があり，「天才アート

ＫＹＯＴＯ」と協働で取り組んでいる障害者芸術の一層の振興・推進も求められている。 
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 本市では上記のような状況を踏まえ，平成２９年度スポーツ庁研究委託事業「Ｓｐｅｃ

ｉａｌプロジェクト２０２０体制整備事業」を受託し，障害のある子どもの余暇活動を意

識した授業や部活動におけるスポーツ・芸術活動が充実しており，かつ自校児童生徒のみ

ならず，他の総合支援学校や通学区域の育成学級（特別支援学級）生徒をも対象に，障害

のある子どもが地域の中で充実した余暇活動が行えるようになること，そのためのネット

ワークの拡大を図ること，それによりスポーツ・芸術活動の振興や子どもの健全育成を図

ることを目的として「余暇体験サークル」を１０年にわたって実施している京都市立呉竹

総合支援学校をモデル校とし，同校の取組のそれぞれを関連づけてより充実・発展させ，

障害者芸術や障害者スポーツの地域の拠点を作り，その取組を基礎として，平成３０年２

月２４日に専門家・地域の方を巻き込んだ芸術・スポーツの祭典「くれたけまつり」を実

施した。 

これらの取組は，２０２０年（平成３２年）のスポーツ・芸術の祭典開催にむけての実

践事例の蓄積と実施に係るノウハウの開発を目指したものであり，全市的に情報発信する

ことで，２０２０年の専門家・地域の方も巻き込んだスポーツ・芸術の祭典開催を目指し

た取組を全市的に推進していくことを目的としている。また，最終的にはこれらの取組を

通して総合支援学校が，障害の有無や年齢・性別を超えた地域の共生社会の拠点となるこ

とを目指すものである。 

（２）取組内容 

呉竹総合支援学校で既に実施されている，余暇体験サークル（※）の活動を中心として，

部活動（※）・金ゴゴ（※）の活動を関連付けた取組を実施し，参加対象も拡大した，新た

な４つのＳＰＯＲＴＳ・ＡＲＴプロジェクト（和太鼓，パフォーマンス，アート，スポー

ツ・レクリエーション）を立ち上げ，下記の内容で地域に開かれた障害児・者のスポーツ・

文化芸術活動を推進するとともに，部活動・金ゴゴでの取組も充実させ，その成果を発表

する場としての「くれたけまつり」を開催することで，２０２０年（平成３２年）のスポ

ーツ・芸術の祭典開催にむけての実践事例の蓄積と実施に係るノウハウを開発を目指した

取組を行った。 

 ※余暇体験サークル，部活動，金ゴゴの取組については後述参照。 
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①４つのプロジェクト 

ア 和太鼓ＰＪ 

和太鼓に興味関心を持つ児童生徒が集まる「和太鼓初級」「和太鼓中級」の授業に専門家

が入り，指導・助言を行う。また和太鼓サークルには専門家が月１回のサークル活動実施

日に指導・助言を行い，「くれたけまつり」で和太鼓演奏を披露する。

イ パフォーマンスＰＪ 

音楽部では近隣の老人福祉施設で演奏会を開き地域交流を行う。音楽系の授業では地域

のアンサンブルグループによる演奏会，専門家による授業の指導・助言及び特別支援教育

における音楽指導の基礎に関する研修を受ける。リラックスサークルでは「くれたけまつ

り」でダンスを披露する。

ウ アートＰＪ

美術部では地域の老人福祉施設の利用者に渡すプレゼントを作成し，音楽部とともに交

流会に参加し，作成したプレゼントを手渡す。

美術系の授業では専門家の指導・助言を受けて，授業改善を図り，「くれたけまつり」で

展示する。

写真サークルでは地域団体の指導を受け活動し，作品を地域団体の作品とともに「くれ

たけまつり」で展示する。

エ スポーツレクリエーションＰＪ 

陸上部は近隣大学の陸上部にジャベリックスローの指導を受け，卓球部は専門家の指導

を受け技術の向上を図り，ソフトボール部は近隣中学校野球部と近隣障害者福祉施設ソフ

トボール部との交流試合を行う。「くれたけまつり」ではジャベリックスロー，卓球および

卓球バレーのスポーツ体験コーナーを設置する。
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【参考：「呉竹Ｓ（スポーツ）・Ａ（アート）プロジェクト」イメージ図】 

②外部専門家による指導 

各取組の指導にあたっては，余暇体験サークルメンバーの保護者・担当教職員，部活動

や金ゴゴを担当している教職員に加え，従前からも指導いただいている地域の方や，近隣

大学の学生，また「天才アートＫＹＯＴＯ」を始め，アートやスポーツの専門家に指導を

依頼し，総合支援学校の児童生徒をはじめ，障害のある子どもたちがより「ほんもの」に

触れる機会を増やすことや地域も巻き込んだ取組となることを目指した。 

【本事業における外部専門家活用一覧】 

項目 
氏名 

（敬称略） 
所属 内容 備考 

部活動 

岩﨑 豊 
京都障害者ス

ポーツ振興会 
卓球部の技術指導 

ス ポ ー ツ レ ク リ

エーションＰＪ 

（１９時間） 

大学陸上部部員 
学生ボランテ

ィア 

陸上競技部（ジャベリ

ックスロー）の技術指

導 

ス ポ ー ツ レ ク リ

エーションＰＪ 

１回 

授業 田中 容子 和太鼓奏者 「和太鼓」の指導 
和太鼓ＰＪ 

（１１時間） 
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岩井 るり子 和太鼓奏者 「和太鼓」の指導 
和太鼓ＰＪ 

（６時間） 

松田 淳一 

日本画家 

天才アートＫ

ＹＯＴＯ 

「表現活動（美術）」の

指導・助言 

アートＰＪ 

（２１時間） 

齋藤 一雄 聖学院大学 
「 音 楽 表 現 Ｂ 」の 指

導・助言 

パ フ ォ ー マ ン ス

ＰＪ 

（３時間） 

三好 俊昭 
京都障害者ス

ポーツ振興会 

「体育館スポーツ」「室

内スポーツ」でのボッ

チャの指導・助言 

スポーツ・レクリ

エーションＰＪ 

（１２時間） 

地域吹奏楽団 

Ｗｉｎｄ  Ｅ

ｎｓｅｍｂｌ

ｅ 響輝 

「音楽表現Ｂ」の指導

校内演奏会の実施 

パ フ ォ ー マ ン ス

ＰＪ 

（１回） 

校内研修 齋藤 一雄 聖学院大学
研修会講師「障害のあ

る子どもの音楽指導」

パ フ ォ ー マ ン ス

ＰＪ 

（１回） 

くれたけ

まつり 

松田 淳一

日本画家 

天才アートＫ

ＹＯＴＯ

ライブパフォーマンス
アートＰＪ 

（１回） 

三好 俊昭
京都障害者ス

ポーツ振興会
ボッチャの指導

スポーツ・レクリ

エーションＰＪ 

（１回） 

③くれたけまつり（呉竹ＳＰＯＲＴＳ・ＡＲＴフェスティバル） 

 上記の取組の成果を地域の方や地域の小中学校等の全市に発信することを目的に，和太

鼓やその他の音楽演奏，ダンスパフォーマンスや造形作品制作体験や展示，写真展示，小

中学校児童生徒も参加するボッチャ体験等の障害者スポーツ体験で構成するフェスティバ

ル「くれたけまつり」を開催した（平成３０年２月２４日開催）。 

（３）Ｓｐｅｃｉａｌプロジェクト２０２０体制整備事業推進に関する会議 

①会議の目的 

２０２０年（平成３２年）の総合支援学校におけるスポーツ・芸術の祭典の開催に向け

て，現在の総合支援学校で実施されている運動会・文化祭の情報収集や指導助言，さらに



6 

は呉竹総合支援学校において実施する実践研究の内容への指導助言及び評価を行なうこと

を通して，実施体制の構築に向けた検討を行う。

②検討事項 

総合支援学校における運動会・文化祭の現在の状況や，実践研究の実施状況・内容への

指導助言や評価を実施することを通して，２０２０年（平成３２年）の祭典の実施内容及

び実施のために必要な体制整備について検討する。

③平成２９年度Ｓｐｅｃｉａｌプロジェクト２０２０体制整備事業推進に関する

会議委員 

所  属 氏 名

京都教育大学発達障害学科准教授 丸山 啓史 

（一社）京都障害者スポーツ振興会副会長 森田 美千代 

特定非営利活動法人障碍者芸術推進研究機構 

（天才アート KYOTO)理事長 
高島 寛 

京都市立呉竹総合支援学校 

学校運営協議会代表 
今村 裕子 

京都市立総合支援学校長会長 

京都市立呉竹総合支援学校長 
亀谷 正樹 

保健福祉局障害保健福祉推進室 

社会参加推進課長 
大西 則嘉 

教育委員会総合育成支援課長 伊藤 宏 

教育委員会総合育成支援課指導主事 北福 浩章 

 ④会議開催実績

（第１回会議）平成２９年８月３１日実施 「事業概要と２９年度の取組について」 

（第２回会議）平成３０年３月１日実施  「２９年度の取組の成果と課題について」
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【運営組織図】 

企画・運営

Ｓｐｅｃｉａｌプロジェクト２０２０体制整備事業推進に関する会議 

Ｓ（スポーツ）・Ａ（アート）プロジェクト 

和太鼓ＰＪ 

パフォーマンスＰＪ 

アートＰＪ 

スポーツ・レクリエーションＰＪ 

部
門

部
活
動

授
業

余
暇
体
験
サ
ー
ク
ル

余
暇
活
動
充
実
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

外
部
団
体
お
よ
び
専
門
家
等

教
育
活
動
充
実
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

取組項目

学校運営協議会 

余暇体験サークル

和太鼓Ｃ リラックスＣ

写真Ｃ アウトドアＣ

京都市立呉竹総合支援学校 

京都市教育委員会 
スポーツ関連団体・文化関連団体 

学識者・保健福祉局
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２．余暇体験サークル 

（１）余暇体験サークルとは 

呉竹総合支援学校では，障害のある子どもがそれぞれの地域の中で充実して過ごせるよ

うになってほしい，豊かな余暇生活を送れるようになってほしい，という願いのもと，平

成１８年度に全国肢体不自由心身障害児童福祉財団による「地域余暇活動支援ネットワー

ク事業」として，学校と保護者が協力して「呉竹余暇体験サークル」を立ち上げた。現在

では「和太鼓」「写真」「アウトドア」「リラックス」の４つのサークルが月に１回，土曜日

に活動している。 

（２）これまでの取組 

①「地域で豊かな余暇を過ごしたい」という願いからサークルが発足 

障害があっても各々の地域の中で充実し

た生活ができ，豊かな余暇を過ごせるよう

になってほしいと願い，平成１８年に呉竹

余暇体験サークルは学校を拠点に中・高等

部の登録者２０名で活動を開始。各サーク

ルで，地域の催しに参加したり地域の方々

と一緒に活動することで，繋がりを広めて

きた。 

②保護者と教職員の連携 

サークル立ち上げ時に教職員による「余暇活動充実プ

ロジェクト」を設置し，地域代表者とともに運営委員と

して保護者とともに企画運営を行い，サークル活動をサ

ポートしてきた。具体的には，活動内容の検討，活動日

の運営の確認，また活動内容の充実や，参加者の拡大等

（発足当初地域のお祭りで和太鼓演奏）

（余暇体験サークルの運営）
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の課題についても検討している。 

③障害のある子どもの余暇生活の変化とサークル登録者 

サークル登録者は平成１８年度の２０名から２２年度には６９名と増加してきた。その

後はやや減少し，現在の登録者は５７名である。最近は外出支援や放課後等デイサービス

などの福祉サービスの充実が図られ，障害のある子どもたちの余暇活動の場を求めていた

時代から余暇活動の場を選択できる時代になってきた。 

（３）２９年度の取組

①地域に暮らす障害のある子どもたちへ参加の呼びかけ 

平成２２年度には通学区域内育成学級生徒も呉竹余暇体験

サークルに登録できるようになったが，育成学級（特別支援学

級）からの参加者は多くない。今年度は案内リーフレットと案

内ＤＶＤを作成し，呉竹総合支援学校の通学区域内の中学校１

５校の育成学級生徒（３５０人）に，参加を呼びかけた。その

結果，２名が見学体験を行い１名が登録した。 

②「くれたけまつり」の開催 

余暇体験サークルは毎年２月に，

活動のまとめとして「余暇フェスタ」

を開催してきたが，本年度は本事業

のイベントと合同開催とし，学校と

地域とのつながりを目指した「くれ

たけまつり」として開催した。 

（案内リーフレット）

（「くれたけまつり」チラシ）
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（４）２９年度取組の成果 ～地域とのつながり～ 

「くれたけまつり」では，伏見区社会福祉協議会をはじめ多くの障害者福祉事業所から

も協力を得て，当日は４００名を超える参加があった。 

今回の取組を通して，今まで支援をしていただいていた「藤森太鼓保存会」「ＰＨＧ写真

サークル」だけでなく，地域に住む方々や地域の各種団体とサークルを支えてきた保護者，

教職員との間に，今までにないつながりができた。特にこれまで呉竹総合支援学校の近く

に住みながら学校には来ていただくことがなかった住民の方々に参加していただき，「障害

のある人が，地域の中で生き生きと暮らすこと，豊かな余暇生活を送ることは，障害者に

とっても地域の人にとっても大切なことである」ことを理解していただく一歩を踏めたこ

とは何よりの成果である。 

（５）今後の課題

設立当初よりサークルと地域とのつながりを深めることにより，運営主体を教職員から

保護者へ移行することを目指してきた。そのためには教職員，保護者のマンパワーだけで

なくサークル運営を支えるシステムを作り上げることが重要な課題として挙がっていた。

これまで長年にわたり「藤森太鼓保存会」「ＰＨＧ写真サークル」からの支援により特定の

サークルは活動内容の充実が図ることができたが，地域とのつながりはまだまだ限定され

たものであり，十分なものとは言えない。 

今後は，今回の「くれたけまつり」をきっかけと

した地域との出会いを活かし，そのつながりをさら

に深め，地域からの人的支援や運営への参画等を受

けた地域密着型の組織運営を通し，地域に暮らす障

害のある子どもが参加できる，地域に根差した活動

として，障害のある子どもの地域での余暇活動の充

実と共生社会の実現を目指したい。 （余暇体験サークルの運営イメージ）
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３．部活動 

（１）これまでの取組 

現在，中学部９名（在籍生徒の約２０％），

高等部６０名（在籍生徒の約５９％）の生徒

が部活動に所属しており，月曜日，水曜日の

放課後に活動している。 

運動部としてソフトボール部（１４名），陸

上競技部（１６名），卓球部（１８名），文化

部として音楽部（５名），美術部（７名）を設

置している。 

陸上競技部は年に１回，卓球部は年に２回

の障害者スポーツ大会に出場しているが，ソ

フトボール部は対外試合，大会等には参加は

していない。 

部活動の指導は，特定の教員が顧問として

就くのではなく，教員が輪番制で担当してお

り，指導内容の充実が課題となっている。 

（２）２９年度の取組 ～活動内容の充実～

卓球部では指導の専門性を確保するために，京都障害者スポーツ振興会の岩﨑豊氏によ

る技術指導を受けた。陸上競技部は学生ボランティア（近隣大学の陸上競技部員）からジ

ャベリックスローの指導を受けた。ソフトボール部は近隣の桃山中学校野球部，社会福祉

法人太陽の家と練習試合を行った。 

中学部 部活動参加率

部活動参加者

部活動非参加者

２０％

高等部 部活動参加率

部活動参加者

部活動非参加者５９％

（中高等部の部活度参加率）
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（３）２９年度取組の成果 ～指導内容の充実と試合の経験～ 

卓球部は専門家の岩﨑氏から技術指導を受けたことにより，生徒の技術向上はもとより

教員の指導力向上にもつながった。日々の練習は楽しむことを中心にした余暇的な内容か

ら技術の向上を目指した内容に変化してきた。1 月に行われた「京都障害者チャンピオン卓

球大会」では２名の生徒が参加し，前半は緊

張から実力を発揮できなかったものの，後半

は練習の成果を発揮することができた。 

陸上部では京都教育大学陸上競技部員から

ジャベリックスローの技術指導を受けた。 

また，「くれたけまつり」では卓球部員と陸

上競技部員が近隣住民と卓球，ジャベリック

スローを楽しんだ。 

これまでソフトボール部は練習に励むもの

の，試合を経験することができなかったが，

今年度は本事業を通し，２月に近隣の中学校

の野球部，３月には障害者福祉施設のソフト

ボール部と念願の試合を行うことができた。 

（４）今後の課題

運動部系の部活動は，専門家等による指導

で生徒の技術向上とともに教員の指導力の向

上にもつながった。また，試合の機会が増えたことによる参加生徒の意欲の向上にもつな

がっている。 

しかし，試合の経験はまだまだ不足しており，大会への出場者の増加や成績の向上を図

りたい。今後は，文化部の発表機会を増やすことも課題である。 

近年は特に高等部の生徒の実態が多様になってきたことに伴い，部活動へのニーズが高

まっていることから，学校としての部活動の活動時間や指導のあり方を検討している。 

（上：桃山中学校との交流試合の様子）

（下：太陽の家との交流試合後の記念撮影）
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４．「金ゴゴ」をはじめとする「たのしむ」授業の充実 

（１）「金ゴゴ」をはじめとする「たのしむ」授業とは 

呉竹総合支援学校では，平成２０年度に，授業づくりのキーワードとして「興味・関心，

才能の伸長」を掲げ，「たのしむ」視点を重視したスポーツ系や芸術系授業の充実を図り，

現在も教育実践の指標として「興味や関心を拡げ，心豊かに生きる」が掲げている。 

具体的には「たのしむ」視点の学習として，スポーツや芸術系活動，余暇的活動を中心

にした授業を金曜日の午後に行っており，「金ゴゴ」と呼んでいる。学習集団は生徒の希望，

興味や関心に応じて編成している。また，金ゴゴ以外の時間にもスポーツ系，芸術系の授

業を行っている。 

（２）これまでの取組 ～「たのしむ」視点の表現活動～ 

「金ゴゴ」をはじめとする「たのしむ」視点の授業では，障害者スポーツを含む様々な

スポーツ，音楽系表現活動，身体的表現活動，美術系表現活動，余暇体験的活動，レクリ

エーション的活動を行っている。 

呉竹総合支援学校では，これまでよ

り特に美術系の表現活動に力を入れて

きており，平成２０年度から２２年度

までの３年間は，文部科学省の「芸術

系大学学生を活用した特別支援学校教

育推進事業」の委託事業を受け，芸術

系学生および，大学教員や芸術家から

指導・助言をうけて美術系授業の充実

を図ってきた。その結果，子どもたち

の興味や関心は広がり，他の芸術作品

に影響されない独自の表現がこれまで

数多く見いだされてきた。 

（平成２１年度・２２年度の作品集）
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（３）２９年度の取組 ～表現活動の指導の充実～

「金ゴゴ」をはじめとする「たのしむ」視点のスポーツ系・美術系・音楽系の授業の授

業では，専門家の指導・助言を受け，取組を進めた。 

「金ゴゴ」の「表現活動（美術）」では，天才アートＫＹＯＴＯの松田淳一氏から，指導・

助言をいただくとともに，モデル授業も実施していただいた。 

「音楽表現Ｂ」では，地域のアンサンブルグループ「Ｗｉｎｄ Ｅｎｓｅｍｂｌｅ 響輝
ひ び き

」

の演奏会を交えた授業を行った。また，聖学院大学教授の齋藤一雄氏には，授業について

の指導・助言をいただき，指導部専任及び小学部教員対象に「障害のある子どもたちへの

指導のあり方」について講演もしていただいた。 

 「和太鼓」は実態別に学習集団を編成し，二人の和太鼓奏者に子どもの実態に応じた指

導をしていただいた。 

 「金ゴゴ」の「体育館スポーツ」「室内スポーツ」では京都障害者スポーツ振興会の三好

俊昭氏からボッチャの技術指導を受けた。 

（４）２９年度取組の成果 

①「金ゴゴ」の「表現活動（美術）」

本事業の取組として，平成２０年度か

ら２２年度まで「芸術系大学学生を活用

した特別支援学校教育推進事業」におい

て「金ゴゴ」の美術系授業の指導をして

いただいていた，天才アートＫＹＯＴＯ

の松田淳一氏（日本画家マツダジュンイ

チ氏）からの助言により授業の充実を図った。 

具体的には子どもの個性や興味・関心に応じた表現方法，生徒が選択しやすい画材の配

置，集中しやすい座席の配置等の具体的な助言をいただくとともに，モデル授業をしてい

ただいた。 

これらの取組により生徒の集中力が徐々に高まり，作品の質の向上が見られた。 

（集中して取り組む様子）
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②音楽系授業

障害のある子どもたちへの音楽教育の指導法を研究さ

れている齋藤氏に音楽系の授業を見ていただき，「障害

のある子どもたちへの指導の在り方」について具体的，

実践的な助言を受け，授業改善を進めた。 

研修会では齋藤氏から，特別支援教育における音楽指

導の基礎を，実習を交えて指導いただき，専門性，指導

力の向上を図った。 

また，同じく音楽系の授業では地域のアンサンブルグ

ループ「Ｗｉｎｄ Ｅｎｓｅｍｂｌｅ 響輝」による演

奏会を実施し，アンサンブルグループと生徒たちが楽し

い時間を共に過ごした。 

③「和太鼓」

「和太鼓」の授業では，和太鼓奏者の田中容

子氏，岩井るり子氏から実際の演奏を交えた指

導を受け，生徒の演奏技術の向上，指導者の指

導力の向上を図った。 

④「ボッチャ」

「金ゴゴ」の「体育館スポーツ」「室内スポーツ」

の授業で京都障害者スポーツ振興会 三好俊昭氏の

ボッチャの技術指導を受け，ルールの理解，技術の

向上を図った。１月の京都障害者ボッチャ大会に８

名が出場し，全員が敢闘賞をいただいた。今回の取

組を機に，他の授業でもボッチャを教材とする機会

（「Ｗｉｎｄ Ｅｎｓｅｍｂｌｅ 

響輝」による演奏会の様子）

（障害のある人もない人も共に交流する催し

「ほほえみ広場」で演奏）

（京都障害者ボッチャ大会での様子）
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が増えてきている。 

（５）今後の課題

外部の専門家や外部団体に指導・助言を受け，授業，部活動，余暇体験サークルの活動

が充実してきた。次年度はこれまでより写真サークルの支援をしていただいた「ＰＨＧ写

真サークル」が解散することが決まった。余暇体験サークルだけでなく，今後地域との共

生を考えるうえで，地域団体との協働は重要であり，様々な形での地域との連携を考えて

いく必要がある。 
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５．くれたけまつり 

（１）実施要項 

１．日 時

平成 30 年 2 月 24 日（土） 10：30～13：30 

２．目 的

○ 学校と地域の連携・協働による地域コミュニティーの構築を目指して，地域に

開かれた学校づくりを進める 

○ 卒業後の社会参加機会を拡大するために，呉竹総合支援学校及び呉竹余暇体験

サークルと地域や他団体とのネットワークづくりを進める。 

３．日 程

時 間 体育館 備考 

１０：３０ 【オープニング】 

「呉竹ソーラン」 

学校長開会のことば 

余暇体験サークル会長挨拶 

教育委員会挨拶 

（校舎では作品展示と物

販）

○高等部生徒によるイン

ラインスケートによる

入場と「呉竹ソーラン」

の披露

５０ 【第１部】 

余暇サークル活動の報告及び発表 

・和太鼓サークル 発表

・アウトドアサークル 発表

・写真サークル 発表

・リラックスサークル 発表

各サークルによる発表

３０ アートパフォーマンス 

・Ｃｈｉ－ｋａ－Ｔｓｕ（ピアノとベ

ースによるＪａｚｚ演奏）と日本画

家マツダジュンイチ氏のライブペイ

ンティングとのセッション

○Ｃｈｉ－Ｋａ－Ｔｓｕ

のピアノ奏者は呉竹総

合支援学校の卒業生
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・卒業生と在校生（高等部２年）のピ

アノセッション

・「みんなで踊ろう」アイヌ舞踊

○ピアノセッション（ア

ニメソング等のメドレ

ー）

○「金ゴゴ」「表現活動（音

楽）」によるアイヌ舞踊

の披露

１２：１０ （会場準備）

２５ 【第２部】 

スポーツ体験 

ボッチャ・卓球＆卓球バレー（体育館）

ジャベリックスロー（グラウンド） 

○三好俊昭氏によるボッ

チャ指導

１３：２５ 【閉会式】 

学校長閉会のことば・挨拶

３０ 終了

４．会場図 

主会場 
展示エリア

物販エリア

ジャベリックスロー 

グラウンド

昼食場所 

本館

１棟

２棟

３棟

受付 



19 

（２）運営組織

くれたけまつりの運営スタッフは管理職とＰＴＡ本部役員，おやじの会のほか，教職員

ボランティア，ＰＴＡ役員ボランティア，学生ボランティアで組織した。スタッフの大半

はボランティアで構成されている。 

担当 役割内容 
教職員 PTA おやじの会

学生 
ボランティア

２８名 ２０名 ９名 ７名 

司会 司会進行 ○ ○ 

受付 玄関にて受付 ○ ○ 

案内 案内・誘導等 ○ 

設営・進行 
体育館の準備，片付け，会場の物品移動 

スポーツ体験への呼び込み，参加，指導 
○ ○ ○ 

映像・記録 
第 1 部のビデオ撮影，プログラム及びライ

ブ映像等の放映・イベント全体の写真撮影 
○ ○ 

音響 機器確認等 

展示 展示会場の対応 ○ ○ 

販売 販売事業所等の対応 ○ ○ 

指導・発表 
発表及び，発表の指導 

活動の指導・助言 
○ 

駐車場 正門・南門誘導 ○ ○ 

保育 スタッフの子どもの保育等 ○ 

上記スタッフで約６４名（福祉施設等からの販売担当者はスタッフから除く） 
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（３）企画立案・準備の様子

①企画・運営体制 

校長，担当教頭１名と担当副教頭２名（統括及び外部団体との連携担当），生徒指導部長

（部活動担当），研究主任とユニット企画主任（授業担当），余暇活動充実ＰＪチーフ（余

暇体験サークルとの連携担当），芸術系ＰＪチーフ（校内の教育活動充実プロジェクト（芸

術系の取組全般）担当），がＳ・Ａプロジェクトを組織し，企画・立案・進捗状況の確認等

を行った。 

Ｓ・Ａプロジェクトは余暇体験サークル運営委員会・総会等を通じて事業の骨子をつく

り，「学校運営協議会」と「Ｓｐｅｃｉａｌプロジェクト２０２０体制整備事業に関する会

議」から助言を受けて企画・運営を進めた。 

校長

担当教頭

担当副教頭 担当副教頭

和
太
鼓

Ｐ
Ｊ

ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
Ｐ
Ｊ

パ
フ
ォ

ー
マ
ン

ス
Ｐ
Ｊ

ア
ー
ト

Ｐ
Ｊ

部活動 授業 
余暇体験 
サークル 

外部団体 教育活動充実 
プロジェクト 

生徒指導
部長

研究主任 芸術系
ＰＪチーフ（管理職）

和太鼓授業
和太鼓
サークル

文化部

（音楽部）

文化部

（美術部）

音楽系授業

美術系授業
写真

サークル

リラックス
サークル

芸術系充実
プロジェク

ト

大学教授
Wind 

Ensemble
響輝

運動部
スポーツ系
授業

アウトドア
サークル

Ｓ・Ａプロジェクト
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②実施日程 

「くれたけまつり」を迎えるにあたり，以下の日程で取組を進めた。 

時期 内容 

４月 
第１回「Ｓ・Ａ委員会準備委員会」（事業のおおまかな内容を検討） 

第１回「余暇体験サークル運営委員会」（事業の概要説明） 

５月 

一部外部団体との交渉（出演依頼等） 

第２回「Ｓ・Ａ委員会準備委員会」（活動内容，参加組織，スケジュール等の検

討） 

第１回「Ｓ・Ａ委員会」（事業の概要，活動内容，参加組織，スケジュール，役

割分担の等の検討・確認） 

「余暇体験サークル総会」（事業の概要説明と余暇フェスタと本事業の合同開催

を承認） 

６月 
第２回「Ｓ・Ａ委員会」（活動内容，参加組織，スケジュール，役割分担，予算

配分等の検討・確認） 

７月 第１回「学校運営協議会」にて活動方針についての説明 

８月 
第１回「Ｓｐｅｃｉａｌプロジェクト２０２０体制整備事業推進に関する会議」

（取組概要の確認，取組への助言等） 

９月 

第３回「Ｓ・Ａ委員会」（活動内容，参加組織，スケジュール，役割分担，予算

配分等の確認） 

第２回「学校運営協議会」にて要項説明（事業の方向性を確認） 

専門家による指導・助言，予算執行を開始 

１１月 「くれたけまつり」参加団体決定 

１２月 「くれたけまつり」ポスター・チラシ発注 

１月 
第４回「Ｓ・Ａ委員会」（くれたけまつりの進行役割分担等確認） 

広報開始 

２月 
第３回「学校運営協議会」（事業の進捗状況報告） 

２月２４日（土）「くれたけまつり」 

３月 
第２回「Ｓｐｅｃｉａｌプロジェクト２０２０体制整備事業推進に関する会議」

（取組成果の報告，今後の取組に向けての助言等） 
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第２回「学校運営協議会」で本事業の要項を提案したところ，委員から本事業を学校と

して「児童生徒の学びの機会」「学校と地域とのつながりを拡げ，深める機会」と位置付け

ることが大切であると助言を受け，教育活動の充実，地域連携をキーワードに取組を進め

た。 

③広報 

ポスター・チラシを作成し，１月初旬に案内を行った。主な案内先は下記一覧の通りで

ある。その他，京都市の広報誌である「市民しんぶん」への掲載，広報発表，ＨＰ掲載等

によりイベント開催の周知を図った。 

案内先 内容 

呉竹総合支援学校児童生徒，卒業生及び教職員等 ポスター：約 15 枚  チラシ：約 400 枚 

伏見区各学区 

（伏見区社会福祉協議会から各学区に配布） 
ポスター：約 25 枚  チラシ：約 500 枚 

学校周辺（中学部・高等部生徒による配布） チラシ：約 400 枚 

通学区域内の小中学校育成学級＋普通学級 ポスター：50 枚 チラシ：約 1000 枚 

呉竹総合支援学校利用の放課後デイサービス事業所

および呉竹総合支援学校生徒の進路先の事業所 

ポスター：約 100 枚 

チラシ：約 1000 枚 

関係機関 ポスター：約 20 枚  チラシ：約 300 枚 

（４）当日の様子 

 ①来場者 

参加者 小計 合計 

受
付
で
記
名
し
た

参
加
者

外部 １１８名 

３７７名 

呉竹総合支援学校児童生徒 ９９名 

余暇体験サークル ９０名 

スタッフ ６４名 

その他  ６名 
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上記は受付で記名した参加者の内訳だが，記名者以外に，受付をせずに入場された参加

者も多数あり，参加者は４００名を超えたと思われる。 

②体育館（第１部） 

オープニングでは高等部生徒が呉竹ソーラン（毎年運

動会で高等部が行っている演舞）を披露すると，会場の

卒業生も一緒に踊る姿が見られるなど，会場は一気に盛

り上がった。 

 学校長，余暇体験サークル会長，京都市教育委員会教

育企画監によるあいさつの後，余暇サークルの年間報告

及び発表が各サークルから行われた。 

 各サークルは参加している在校生，卒業生，他校生が

スライドなどで工夫を凝らした活動報告するとともに，

演奏やダンス披露を行い，参加者と発表者とが一体感の

ある報告・発表会になっ

た。 

その後は，呉竹総合支

援学校の卒業生と元教

員によるジャズバンド“Chi-Ka-Tsu”の２０分間の演奏の

間に，美術系授業の指導・助言をいただいているマツダジ

ュンイチ氏が演奏から受けたイメージを基に即興でライ

ブペインティングする

というピアノとペイン

ティングのセッション

を行った。引き続き，卒

業生（“Chi-Ka-Tsu”）と，

高等部在校生が１台のピアノでアニメソングなどを演奏，その間もマツダ氏のライブペイ

ンティングは継続し演奏終了時に作品が完成した。会場からは本物の芸術との出会いで感

嘆の声が漏れてきた。会場のスクリーンには演奏の様子や制作の様子をライブ放映し，参

（「呉竹ソーラン」）

（左上：和太鼓 C，右上：アウトドア C, 
左下：写真 C,右下：リラックス C) 

（上：ジャズとペインティングのセ

ッション 下：ピアノセッション）（ライブペインティング作品）
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加者は演奏，制作を興味深く楽しむとともに，楽しい楽曲では皆で声を合わせて歌うなど

アートを楽しむひと時となった。 

 アイヌ舞踊は金ゴゴで行っている音楽的身体表現

活動で，授業に参加している生徒がステージで日ごろ

の成果を発揮した。ユニークな歌とユニークな踊りに

会場にいた在校生や教職員も一緒に舞踊を楽しんだ。 

②体育館・グラウンド（第２部） 

 第１部終了後，体育館設営を第２部仕様に変更し「卓球＆卓球

バレー体験コーナー」と「ボッチャ体験コーナー」を設置。グラ

ウンドでは「ジャベリックスロー体験

コーナー」を設置した。第１部が終了

し多数の参加者が物販コーナーに移動

したが，スポーツ体験を楽しみにしてい

た参加者がスポーツ体験を楽しんだ。

 初めての参加者は，はじめは戸惑いが

あるものの，しばらくするとすぐに慣れ，声を上げながら楽しむ

姿が各コーナーで見られた。 

③展示コーナー 

 「呉竹アート展」では作品を展示するだけで

はなく，呉竹アートの考え方や作者の心情，作

者にとっての制作・表現の意味についての解説

をしたパネルも展示した。 

 「写真サークル展」では，サークルメンバー

や地域の写真グループＰＨＧによる何気ない日

常生活を鋭い視点で切り取った作品を展示した。 

（アイヌ舞踊）

（卓球バレー）

（ジャベリックスロー）

（ボッチャ）

（左上：呉竹アート展，右上：天才アート展

左下：写真サークル展，右下投下展示風景）
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 「天才アートＫＹＯＴＯ展」では，本事業の協力団

体である天才アートＫＹＯＴＯとマツダジュンイチ

氏の作品を展示した。 

 作品を熱心に見入る参加者の姿から，障害のある人

たちの才能や表現の強さ，素直さなどを十分に理解し

ていただける展示になったと思われる。 

④販売コーナー・遊びコーナー 

 日ごろから卒業生がお世話になっている９か所の障害者福祉施設

と，社会福祉協議会，呉竹総合支援学校ＰＴＡからの物品を「口コミ

人気のおすすめ人気商品」として販

売した。 

 広い廊下がいっぱいになるほどの

盛況で，多くの参加者に喜んでいた

だけた。また，ＰＴＡの遊びコーナ

ーは，障害のある子どもも気兼ねなく遊べる場として大好評であった。 

（５）参加者の声 

受付を通った３００名以上の参加者にアンケートを配布したが，アンケート記載台を設

置しなかったためにほとんど回収できなかった。回収できた１９枚の内訳は以下の通り。 

【１】「くれたけまつり」に参加してみてどうでしたか 

 楽しかった １８人 ９４．７％

 楽しくなかった ０人 ０％

 どちらともいえない １人 ５．３％

【２】よかったものは何ですか（複数回答） 

 オープニング ８人 ４２．１％

 余暇体験サークルの報告及び発表 ７人 ３６．８％

（作品紹介パネル）

（販売コーナー）

（遊びコーナー）
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 ジャズピアノ演奏とライブペインティングのセッション ６人 ３１．６％

 ピアノ演奏のセッション ４人 ２１．１％

 アイヌの踊り ０人 ０．０％

 ボッチャ体験 ３人 １５．８％

 卓球体験 ０人 ０．０％

 卓球バレー体験 １人 ５．３％

 ジャベリックスロー体験 ０人 ０．０％

 作品展示 ５人 ２６．３％

 その他 ２人 １０．５％

【３】「くれたけまつり」のことをどのように知りましたか 

 ポスター・チラシを見て １２ ６３．２％

 知人から １ ５．３％

 市民しんぶんで １ ５．３％

 その他 ５ ２６．３％

【４】今後もこのようなイベントがあれば参加したいと思いますか 

 参加したい １８ ９４．７％

 参加しない ０ ０．０％

 その他 １ ５．３％

【５】ご意見・ご感想などがあればお書きください 

 子どもたちのすてきな作品を見ることができてよかったです。太鼓の演奏素敵でし

た。来年もやってほしいです。 

 たくさんの方に呉竹のことを知っていただく良い機会だと思います。楽しいひと時

をありがとうございました。 

 みなさんのイキイキとした姿に私も楽しい気持ちになりました。 

 卒業生も久しぶりの再会にあふれ，見ている側もうれしくなりました。ありがとう

ございました。 

 一般では楽しめない場面が多いですが，ＰＴＡの遊びコーナーや社会福祉協議会の

タオル人形作りで落ち着いて遊んでくれていました。 

 初めてのイベントと聞きました。次回はもっと大きな会場を使えると良いなあと思

いました。今後のイベントを楽しみにしています。 
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【１】「『くれたけまつり』に参加してみてどうでしたか」の質問に対して１８名が「参

加したい」と回答している。１名が「どちらでもよい」と回答しているが，回答者は【４】

「今後もこのようなイベントがあれば参加したいと思いますか」の質問に対しては「参加

したい」と回答しており，回答者の全員が興味を持ったと思われる。 

【２】「よかったものは何ですか」の質問に対して，第１部前半の出し物に「よかった」

の回答が多くなった。余暇サークルの発表が終わって多数の参加者が物販コーナーに移動

したことが関連している可能性があり，その点を考慮して分析する必要がある。 

【３】「『くれたけまつり』のことをどのように知りましたか」の質問に対して半数以上

が「ポスター・チラシを見て」と回答している。「その他」と回答した詳細は，学校や事業

所からチラシの案内をもらったと回答しており，チラシによる案内が有効であることが分

かった。 

【４】「今後もこのようなイベントがあれば参加したいと思いますか」の質問に対して

１８名が「参加したい」と回答している。その他の１名は「その他」と回答しているが，「時

間が合えば参加したい」と追記しており，全員が「参加したい」と思ったと判断できる。 

（６）成果 

余暇体験サークルは障害のある人たちが生涯にわたり地域で楽しく暮らすことを目指し

てきが，これまでは地域の団体からの支援は受けていたものの，地域社会に自ら積極的な

発信はあまりしていなかった。今回の「くれたけまつり」ではサークルが例年行っている

「余暇フェスタ」を本事業と合同開催したことで，これまでの「余暇フェスタ」に比べ参

加者が増えるとともに規模も大きくなり，今までにない地域への発信ができた。 

サークルの発表者からは「緊張したけど楽しかった」「来年もやりたい」「自分の作品を

観てもらえてうれしかった」等との声が多く寄せられ，サークルを活性化するきっかけと

なるイベントになった。 

 「くれたけまつり」では卒業生の進路先にも案内をしたことで，多くの卒業生が集うこ

とができた。卒業生やその保護者からは卒業後，どうしても友達に会う機会も減り，大勢

で楽しむ機会はほとんどなくなるので，このような場は卒業生にとっても大変うれしいと

の声が数件あった。卒業後も学校が生活を豊かにする場として役割を担っていることを認

識できた。 
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 イベントを参加型・体験型にしたこと，展示に解説を入れるなどの工夫をするとともに

余暇体験サークル，地域団体，画家と幅広い展示ができたこと，物販を充実させたことで

幅広い層の方に楽しんでいただけた。 

 広報をするにあたり京都伏見区社会福祉協議会や伏見区役所から協力があり，学校と地

域とのつながりが深まるとともに，参加者も参加者も増え，目標の４００名を超えた。 

（７）課題 

 今回は通学区域内の小中学校の育成学級児童生徒全員と普通学級用に各校１０枚のチラ

シ配布を行ったが，近隣の小中学校の保護者から小中学校の児童生徒全員にチラシを配布

してほしいとの声があった。今後は普通学級児童生徒全員に配布すること検討したい。 

体育館で午前中に余暇体験サークルの報告・発表とアートパフォーマンスを行い，午後

には同じく体育館でスポーツ体験の第２部を行い，午前・午後を通して校舎で展示発表と

物販を行った。開始時間から多くの参加者が体育館に集まったが，途中で一気に物販コー

ナーに人が流れた。また，午後の部は会場設営のために１５分程度の時間をおいてスパー

ツ体験（卓球＆卓球バレー，ボッチャ）を開始したために体育館に残る人が少なくなった。

今後も参加者の移動は当然起こるが，一時的にメイン会場（体育館）にいる人が減ること

を避けるために，実施形態を工夫する必要がある。 

イベントはメイン会場の進行と受付，展示，物販等の動きが同時並行で行われるために

スタッフの人数確保や事前の各担当の打合せ等について検討する必要がある。 

 チラシを見ただけで内容がわかりにくいとの声があり，次年度はわかりやすく，行きた

いと思えるチラシの作成をしていきたい。 
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（８）参考資料 

①くれたけまつり会場図（体育館） 

【第1部】

【第２部】

座席（パイプ椅子５０脚） マット 発表場所
呉竹ソーラン

和太鼓

リラックスサークル

ライブペインティング

アイヌ舞踊

ス
ク
リ
ー
ン

ピアノ放送機器

ス
ク
リ
ー
ン

卓球

卓球バレー

卓球バレー

ボッチャ

パイプ椅子 ５脚（来賓用）

パイプ椅子３脚

緞
帳

「卓球バレー」 「ボッチャ」
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②「くれたけまつり」進行表 

時 間 内  容 備 考

9：15 スタッフ・各担当打合せ・準備

10：00 受付開始 販売準備

来賓は校長室に案内・接待（管理職対応）

受付ではプログラムとアンケート用紙を配布

靴用ビニール袋用意（傘は傘立て）

10：20 オープニング登壇者は：会場待機

呉竹ソーラン演舞者は会場の外で待機

司会：副教頭，ＰＴＡ副会長

着席：来賓，校長，余暇体験サークル会長

10：30 【オープニング】・出店準備開始

呉竹ソーラン

学校長開会のことば

余暇体験サークル会長挨拶

教育委員会挨拶

展示・販売開始

発表後，演舞者は会場の外に出る

和太鼓セッティング

10：50 【第 1 部】

余暇サークル活動の報告及び発表

・和太鼓サークル 発表

・アウトドアサークル 発表

・リラックスサークル 発表

・写真サークル 発表

各サークル代表者による発表

和太鼓を会場外へ移動

発表後は会場の外に出る

音響機器等操作

パフォーマンス登壇者は舞台付近で待機

11：20 アートパフォーマンス

・Chi-ka-Tsu（Jazz 演奏）とマツダジュンイチ

氏のライブペインティングとのセッション

・卒業生と在校生のピアノセッション

・「みんなで踊ろう」アイヌ舞踊

Chi-Ka-Tsu 演奏

Chi-Ka-Tsu 演奏＋ライブペインティング

卒業生と在校生の演奏（会場も参加）

表現活動（音楽）生徒の演舞（会場も参加）

12：10 片付け・準備

（昼食・休憩）

パイプ椅子は倉庫に移動

卓球・卓球バレー・ボッチャの準備はスポー

ツ担当スタッフ

12：25 【第 2 部】

スポーツ体験

・ボッチャ（体育館）

・卓球＆卓球バレー（体育館）

・ジャベリックスロー（グラウンド）

スポーツ担当スタッフが指導，呼び込み

13：25 
13：30 

【閉会式】

学校長閉会のことば・挨拶 片付け
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③
「

く
れ

た
け

ま
つ

り
」

ス
タ

ッ
フ

の
動

き
 

記録 中央スクリーン 右スクリーン 音響

定点で案内・誘導等を行う 弁当販売 子どもコーナー

人数 ２名 ３名＋α 2名 7名 お：８名，学：９名，教 ２名 ２名 ２０名程度 余暇Ｃ，各担当者 ２名 1名 1名 1名 1名 1名 1名

責任者

09:15 スタッフ全体打合せ・準備

09:30 打合せ・受付準備 打合せ・出店準備

司会マイク2本設置

受付開始 出店準備 ①　②　③④　⑤⑥　⑦⑧ 舞台マイク2本確認

スタンド2本確認

10:30 【オープニング】 販売開始 司会開始 販売開始 Ａ：体育館録画 スライド２（オープニング） 展示室対応 販売 高等部生徒入場

「・・・・」 Ｂ：同時放映 呉竹ソーラン演舞

呉竹ソーラン 【ソーラン】 Ｃ：随時写真撮影 スライド３（呉竹ソーラン）

「・・・・」
学校長開会のことば 【学校長】 スライド４（学校長挨拶）

「・・・・」
余暇体験サークル会長挨拶 【余暇体験サークル会長】 スライド５（教育委員会挨拶）

「・・・・」
教育委員会挨拶 【市教委】 スライド６（余暇Ｃ会長挨拶）

「・・・・」

10:50 【第1部】 司会交代 スライド７（第1部）

余暇サークル活動の報告及び発表 スライド８【余暇報告・発表） ＰＣ：各サークル

司会：

・和太鼓サークル　発表【演奏】 和【演奏】 スライド９（和太鼓サークル） 和【演奏指導】

ＣＤ操作

（太鼓出し入れ） 和太鼓撤去補助

・アウトドアサークル　発表【パワポ】 マイク場所確認 アウトドアＰＰ スライド１０（アウトドアＣ）

ア【発表】

マイク場所確認

・写真サークル　発表【パワポ】生徒発表 写【発表】 写真ＰＰ スライド１１（写真Ｃ）

司会交代 リ【ダンス】

リラックスＰＰ スライド１２（リラックスＣ）

～11:00～

11:20

アートパフォーマンス スライド１３（アートパフォー

マンス）
「・・・・」 出演者待機

11:22 スライド１４

【セッション】

   ～11:30～

「・・・・」
11:37 【セッション】 【演奏】

11:55 ・「みんなで踊ろう」アイヌ舞踊 【舞踊】 【舞踊】 スライド１７（アイヌ舞踊）

スライド１８

「・・・・」
　　　～12:00～ スライド１９（第2部は～）

12:10

【第2部】 「・・・・」 写真撮影

スポーツ体験 　　～12：30～ 呼び込み

・ボッチャ 「・・・・」 スポーツ体験参加

・卓球＆卓球バレー

・ジャベリックスロー 随時

【閉会式】 「・・・・」
学校長閉会のことば・挨拶 【学校長】 スライド２１（閉会式）

「・・・・」             ～13:30 

13:30 片付け

14:00 全体打合せ

動き 役割

体育館 校舎ほか

司会 受付 案内ほか 弁当販売
わにわに

ジャングル
児童生徒対応

ＰＴＡ

教職員
ＰＴＡ・教職員

おやじ（8名）・学ボラ（9

名）・教職員
学ボラ 教職員 教職員 教職員 学ボラ 福祉施設等

設営・進行
スライド・音響・記録

展示 販売 指導・発表 駐車場

専門家

発表者
教職員 教職員・学ボラ

司会進行 玄関にて３名で受

付

体育館の準備，片付け，会場の

物品移動

スポーツ体験への呼び込み，参

加，指導

第1部のビデオ撮影，イベント全

体の写真撮影

オープニングはタイトルスライ

ド

余暇はサークルスライド

パフォーマンスは同時放映

午後はプログラムスライド自動

再生

第1部はプログラムスライド（た

だし出演者の紹介は自動再生）

第２部はなし

機器確認等 高１

C

9：15

～

14：

30

高１

D

9：15

～

14：

30

高２

E

11：

00

～

12：

00

高２

F

11：

30

～

？

４名

展示会場の対応 販売 発表及び，発表の指導

活動の指導・助言

正門・南門誘導 小３

A

10：

00

～

11：

30

中３

B

10：

00

～

11：

30

全体打合せ（多目的室） 【9：00～10：30】

　　所定の位置に誘

　　導・駐車カード

　　と駐車図を配布

　　車は南門から入

　　庫

打合せ・準備
打合せ・会場確認・準備

湯茶準備（ランチＲ）

打合せ・体育館物品確認・準備 機器確認

カメラスタンド

ビデオカメラ

カメラ

体育館内発表風景ビデオ撮影

適宜校内風景の写真撮影

ライブペインティングパネル

（ハードル）確認

タイトルスライド

機器確認

ＰＣ

配線

ＣＤ－Ｒ等

放映状況

【プログラムスライド】

スライド１（タイトルスライ

ド）

機器確認

マイク4本

Ｍスタンド２本

ＣＤデッキ

ＣＤ－Ｒ等

会場確認 出店準備 発表準備/機器確認/打合せ/練習

9：30リラックス

　　（ランチ）

10：00アウトドア（多目的→体育

館）

　　　写真（多目的→体育館）

　　　和太鼓（自活室，体育館）

9：30　出演者（多目的）

出演者 作品展示，ライブP 準備

スタッフ名簿，児

童生徒・余暇Ｃ名

簿（保護者は人数

記入）芳名録

10:00 プログラム，アン

ケート用紙，靴袋

の配布（傘は傘立

て）

【推進会議委員，

市教委等が来られ

たら，市教委ス

タッフあるいは管

理職が校長室，あ

るいは会場にご案

内】

マイクスタンド中央・ピンマイク

登壇・発表

発表の前には所定の場所にて待機

和太鼓撤去（西校舎）

ビデオカメラ移動 ア【発表・ＰＣ操作】

写【発表・機器操作】

マイク・Ｍスタンド設撤去

スクリーン画面を切り替え（Ｐ

ＰＴから会場）

パフォーマンスの様子を舞台横

のスクリーンにて同時放映

リ【発表・機器操作】

ピアノを所定の位置に移動

呉竹ソーラン終了後に発表場所

中央にマイク１・スタンド１設

置

※スクリーンはＢ映像あるいは

ＰＰＴ画像

和太鼓設置（演奏者は演奏場

所）

ＰＣ操作等は余暇充実ＰＪが担

当

マイク2本/Ｍスタンド1本/ＰＣ/

ＣＤデッキ

余暇体験サークル待機・和太鼓設置

物品販売

展示

食事等

アンケート用紙の

回収

片付け・準備（昼食・休憩：ランチルー

ム）

作品完成後コメント・拍手

ペインティング準備（パネル×

４）

出演者待機

パフォーマンス同時放映
スクリーン画像を紹介PPTに切替

・ピアノとライブペインティングのセッ

ション 【演奏・ペインティング】 スクリーン画像を演奏・制作に

切替

紹介スライド

（自動再生）

ピアノとライブペインティングセッ

ション

※天才アート作品は26日（月）まで学校保管（電気室）

全体打合せ（体育館）

・リラックスサークル　発表【ダンス】

12:25 ボッチャ：講師指導，教職員指導補

助

卓球バレー：教職員指導

ジャベリックスロー：教職員指導

スポーツ体験参加

マイク・スタンド撤去，会場設

営

椅子撤去（多目的教室へ），卓

球台設置（体育館南側通路か

ら）マット（自立活動室へ）

会場設営

椅子撤去（多目的教室へ），卓

球台設置（体育館南側通路か

ら）マット（自立活動室へ）

プログラムスライド２自動再生

・卒業生と在校生のピアノセッション 【プログラムスライド】

　　スライド１６

卒業生徒在校生のピアノセッション

ピアノを元の位置に移動

舞踊生徒待機（体育館外）

舞踊発表

①校門玄関付近

②図書室前

③④中央廊下通

路付近通路

⑤⑥体育館前

⑦⑧ランチルーム

付近
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④準備物配置図 

小３－１ グ

小３－２，３

小６－３

ランチルーム
（休憩・食事） 体育館

プール

校内図（準備用）

WC男

WC男

中３－１，２

物販①

物販②

物販⑤

EV物販⑥

小５－１，２

ＷＣ男・女

物販

⑪

中３－３，４

物販③
WC男

物販④

中３－５

物販⑦

物販⑧

小５－３，４

物販⑨
小６－１，２

物販⑩

玄関 自立活動室

←封鎖

WC女 WC男

事務室

グラウンド

モザイクアート

車いすフェンシング

パネル

モニター

呉竹アート

卓球バレー・ボッチャ

紹介パネル

案内図

案内図

天才アート

呉竹アート

写真展

受

付
長机３台

椅子３脚

ほか

表示（昼食場所）

長机3台
店名表示×２

長机3台
店名表示×２

長机3台
店名表示×２

長机6台
店名表示×２

生徒机１（リーフレット・体験申込書・12年
間のあゆみ置き用）出入り口横

椅子50脚
（後方に設置）

椅子300脚（当日はグラウンド南
のバス通路に設置）

卓球台3台

玄関用ホワイトボード

「食事・休憩場所」記載

会議テーブル6台
椅子 52

長机2台
店名表示

封鎖（１０：００～）

自転車置き場看板

ワニワニ

ジャングル

展示表示×２

和太鼓（体育館西側に設置）

卓球バレー・卓球用具，ボッチャ

用具

ライブP用パネル×４

ジャベリックスロー紹介パネル

ホワイトボード

パネル小×１０

作品紹介パネル×１１（小３－２．３）

写真作品（小３－１）

イーゼル10台・パネル大×２

展示表示×２

天才アート作品×１０

イーゼル×１０

パネル大×１

椅子30脚
ピアノ，椅子２，ハードル４

緞帳調整，放送機器動作確認，ＰＣ，ワイヤ

レスマイク，ピンマイク，スタンド，スクリーン，

プロジェクター・エアレックスマット，，カメラ，

ビデオカメラ準備及び設置

案内図

看板設置（玄関）

作品紹介パネル
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６．Ｓｐｅｃｉａｌプロジェクト２０２０体制整備事業の成果と課題 

（１）成果 

本事業の取組を通して，外部専門家の活用による部活動・授業・余暇体験サークル等様々

な教育活動における活動内容の充実，指導方法の改善を図ってきた。特に指導方法の改善

に関しては，日常の指導においても活用できる学校としての専門性向上につながることが

期待できる。 

呉竹総合支援学校がこれまで推進してきた，余暇につながる教育活動やスポーツ，芸術

に関わる教育活動を地域に発信できたことも大きな成果である。これまで障害者を理解す

ることは，障害のある人たちの困難さが注目されがちであったが，近年は地域に暮らす生

活者というプラス思考の啓発が進んでいる。障害のある子どもたちがスポーツを楽しみ，

芸術表現活動を楽しんでいる姿を地域の方々に目の当たりに見ていただけたことは，障害

者理解の一助になったと感じている。 

（２）課題 

今後，障害の有無や年齢・性別を超えた，地域の共生社会の拠点づくりを進める上で，

地域との深いつながりが必要となってくる。総合支援学校が主体となって行う地域連携活

動を地域に根付かせるためには，今まで以上に学校と地域の日常的な連携が求められる。 

呉竹総合支援学校は平成１８年度から学校運営協議会を設置し地域の声を生かした学校

経営を行ってきているが，地域との連携はまだ十分ではないことを実感している。 

今回の事業や日常の教育活動を通じて，さらに地域とのつながりを深め，地域との協働・

共生社会の実現を目指したい。


